
サポーター紹介 

組合概要 

こじま事業協同組合連合会 
愛知県豊田市下市場町6-21 

代表理事：小島洋一郎氏 

設　　立：平成9年 

組合員数：2組合 

所属員数：16社 

事業内容：組合員企業の施設運営（研究所）、
情報化促進事業・教育情報事業・
福利厚生事業の運営 

こじま事業協同組合連合会 
情報化推進プロジェクト室長　兼子邦彦氏（写真中央） 
事務局　羽生悟氏（左） 
真和工業（所属員企業の1社）業務部　係長　木内俊仁氏（右） 

　本事業では、水口氏がアドバイザー、秋山氏が評価・検証の
責任者としてこじま事業協同組合連合会の標準仕様策定を支援
している。 
　水口氏は、支援先企業が中小企業IT経営力大賞の優秀賞を2
年連続受賞するなど、数々の実績を持つ。今回は、水口氏が
EDI調査会の委員を務めておりEDI仕様策定に通じていたこと
も的確なサポートを展開する一因になった。 
　秋山氏は大手自動車部品メーカーに勤務していた経験を活か
し、モノづくり企業の支援を得意とする。「受注側の企業は困っ
ていても大手企業に何も言えないものですが、今回は皆さんの
声が形になっていくことにやりがいを感じました」と話してい
る。 
　組合の兼子氏は、「私はCIOの役割を担っていますが、コンピュー
ター関係の話ができる相手はなかなかいません。ITCの方々は
他業界の動向も含めいろいろなことを相談できる窓口だと思い
ます」とITCを活用するメリットを指摘する。標準仕様の普及
についても引き続き協力を得ていく予定とのことだ。 

共通ＥＤＩシステムとＲＦ-ＩＤを連携さ
せたシステムの運用。 
入荷を一度に読み取るので効率が
上がる。また、従来は紙で行ってい
た「かんばん」を再利用が可能なＲＦ-
ＩＤにすることで、廃棄する紙をなくす
ことができる（写真は真和工業内
の運用例）。 

こじま事業協同組合連合会が構築した共通ＥＤＩシステム概要 

組合の課題（ITに関する部分） 

●一次サプライヤーの個別対応の手間も何とかならないか 
●組合員がEDIデータを自社の基幹システムで活用できる
ようにならないか 
●小規模組合員のIT活用の課題を解決できないか 

ITシステムの共同利用 
（ハード、ソフト、外部へのネットワークの一本化） 

自動車部品業界共通のEDIシステムの実現を目指す 

IT投資の重複を防ぎたい 

組合員内でWeb-EDIを構築したい 

（資料提供：こじま事業協同組合連合会） 

かんばん／納品書 
作成システム 

かんばん／納品書 
読み取りシステム 

既存の基幹システム 
＋ブラウザー 
 

バイヤー側： 
自動車部品1次2次仕入先 

自動車部品業界共通EDIシステム 

サプライヤ側： 
自動車部品2次3次仕入先 

受発注I/F 
アプリケーション 

（JAMA標準受発注I/F） 

業界EDI 
マッピングDB

業界EDI対応 
ゲートウェイサーバー 

既存の 
基幹システム＋ 
ブラウザー 
 

ブラウザー 
 

かんばん／納品書 
作成システム （基幹システムなし） 

納品書用プリンター 

自動車部品GUI 
プラグインモジュール 

自動車部品GUI 
プラグインモジュール 

自動車部品GUI 
プラグインモジュール 

自動車部品I/F 
（受発注モジュール） 

自動車部品I/F 
（受発注モジュール） 

自動車部品I/F 
（受発注モジュール） 

ITコーディネータ 
水口和美氏（写真左） 
秋山剛氏（右） 
株式会社ARU 
http://www.aruinc.jp/
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電
子
デ
ー
タ
を
使
っ
た
受
発
注
シ
ス

テ
ム
（
Ｅ
Ｄ
Ｉ
）
は
、
受
発
注
業
務
の

効
率
を
上
げ
、
デ
ー
タ
の
有
効
活
用
を

推
進
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
次
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
の
大
手
企
業
各
社
は
自
社
独
自

の
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
仕
組
み
を
作
り
、
２
次
、

３
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
い
わ
ゆ
る
下
請

け
企
業
）
に
利
用
を
促
し
て
き
た
。 

　
そ
の
結
果
、
受
け
手
側
は
取
引
先
ご

と
の
Ｅ
Ｄ
Ｉ
方
式
に
対
応
せ
ざ
る
を
得

ず
、
別
の
意
味
で
の
負
担
が
増
え
始
め

て
い
た
。
そ
こ
に
一
石
を
投
じ
、
業
界

に
共
通
の
Ｅ
Ｄ
Ｉ
仕
様
を
広
げ
よ
う
と

動
き
出
し
て
い
る
の
が
、
愛
知
県
の
こ

じ
ま
事
業
協
同
組
合
連
合
会
で
あ
る
。 

組
合
連
携
に
よ
っ
て
 

大
型
投
資
を
実
現
 

 　
こ
じ
ま
事
業
協
同
組
合
連
合
会
は
、

小
島
プ
レ
ス
工
業
を
親
会
社
と
す
る
ト

ヨ
タ
系
の
自
動
車
部
品
関
連
企
業
に
よ

る
2
つ
の
組
合
を
起
源
と
す
る
。
現

在
の
所
属
員
企
業
は
16
社
。「
研
究
開
発
、

教
育
情
報
、
給
食
、
購
買
、
燃
料
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
は
１
社
ご
と
よ
り
企
業
が

ま
と
ま
っ
た
方
が
合
理
的
か
つ
経
済
的

投
資
が
で
き
ま
す
。
二
重
投
資
を
防
ぐ

目
的
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」
と
事
務

局
の
羽
生
悟
氏
は
経
緯
を
説
明
す
る
。 

　
集
中
購
買
事
業
の
一
環
と
し
て
４
、

５
年
前
か
ら
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利

用
に
も
乗
り
出
し
、
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
や
社
外
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
を
組
合
側
に
集
約
。

組
合
員
は
専
用
回
線
で
ア
ク
セ
ス
し
て

資
源
を
利
用
す
る
仕
組
み
と
し
た
。
情

報
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
長
の
兼
子

邦
彦
氏
は
、
構
築
に
際
し
て
考
慮
し
た

点
を
次
の
よ
う
に
話
す
。 

　「
不
公
平
が
な
い
よ
う
、
シ
ス
テ
ム

は
新
規
に
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合

員
企
業
の
規
模
は
幅
が
広
く
、
Ｉ
Ｔ
活

用
に
も
格
差
が
あ
り
ま
す
。
組
合
が
取

り
ま
と
め
る
こ
と
で
、
例
え
ば
バッ
ク
ア
ッ

プ
や
ウ
イ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底
な
ど
、

利
用
レ
ベ
ル
を
同
一
水
準
に
保
て
る
効

果
も
あ
り
ま
し
た
」 

　
こ
の
取
り
組
み
で
人
事
、
給
与
、
電

子
メ
ー
ル
な
ど
基
本
シ
ス
テ
ム
の
統
合

が
実
現
し
、
開
発
コ
ス
ト
削
減
を
は
じ

め
顕
著
な
効
果
が
出
た
。
続
い
て
２
０

０
５
年
か
ら
は
、
取
引
先
と
の
受
発
注

部
分
に
目
を
向
け
た
の
だ
っ
た
。 

　「
当
初
は
組
合
員
用
の
Ｗ
ｅ
ｂ
型
Ｅ
Ｄ

Ｉ
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

会
社
ご
と
に
仕
様
が
異
な
る
Ｅ
Ｄ
Ｉ
へ

の
対
応
は
自
動
車
部
品
業
界
全
体
の
課

題
で
す
。
業
界
共
通
Ｅ
Ｄ
Ｉ
基
盤
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
」（
兼
子
氏
） 

Ｅ
Ｄ
Ｉ
標
準
化
に
 

施
さ
れ
た
工
夫
 

 　
活
動
推
進
に
あ
た
り
、
組
合
で
は
Ｉ

Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）
水
口

和
美
氏
と
秋
山
剛
氏
の
協
力
を
得
た
。

ま
ず
は
平
成
19
年
度
の
中
小
企
業
戦

略
的
Ｉ
Ｔ
化
促
進
事
業
に
採
択
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
共
通
Ｘ
Ｍ
Ｌ
／
Ｅ
Ｄ
Ｉ

実
用
化
推
進
協
議
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｘ
Ｅ
Ｃ
）

の
仕
様
が
自
動
車
部
品
業
界
で
活
用
で

き
る
か
ど
う
か
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

こ
こ
で
業
界
固
有
の
項
目
に
対
応
さ
せ

る
必
要
性
が
判
明
し
、
平
成
20
年
度
の

中
小
企
業
Ｉ
Ｔ
経
営
革
新
支
援
事
業
を

使
っ
て
業
界
標
準
Ｅ
Ｄ
Ｉ
仕
様
の
策
定

に
取
り
組
ん
だ
。 

　
今
回
の
留
意
点
は
大
き
く
２
つ
あ
る
。

ま
ず
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
水
口
氏
が
「
Ｅ
Ｄ
Ｉ

を
使
っ
て
い
て
も
、
受
注
側
の
企
業
は

そ
の
デ
ー
タ
を
自
社
の
基
幹
シ
ス
テ
ム

に
取
り
込
む
こ
と
を
あ
ま
り
お
考
え
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
自
動
化
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」
と
指
摘
す
る

よ
う
に
、
受
注
企
業
側
が
Ｉ
Ｔ
経
営
を

実
現
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
た
こ
と
。 

　
も
う
一
点
は
、
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

が
新
し
い
仕
組
み
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ

ト
を
提
供
す
る
こ
と
だ
。
組
合
で
は
、

現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
紙
の
「
か
ん
ば

ん
」
に
着
目
し
た
。 

　「
デ
ー
タ
の
書
き
換
え
が
で
き
る
Ｒ

Ｆ
―

Ｉ
Ｄ
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
に
す
れ

ば
、
紙
の
使
用
料
を
１
０
０
０
分
の
１

程
度
に
で
き
ま
す
。
コ
ス
ト
は
も
ち
ろ

ん
環
境
に
も
や
さ
し
い
の
で
、
導
入
価

値
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
は
ず
で
す
」 

　
兼
子
氏
は
意
図
を
こ
う
説
明
す
る
。

　
所
属
員
の
１
社
で
あ
る
真
和
工
業
で

は
、
本
シ
ス
テ
ム
を
先
行
し
て
実
験
稼

働
。
同
社
業
務
部
係
長
の
木
内
俊
仁
氏

に
よ
る
と
「
Ｒ
Ｆ
―

Ｉ
Ｄ
の
利
用
に
よ
っ

て
入
荷
時
の
商
品
読
み
取
り
を
ま
と
め

て
行
え
る
な
ど
、
作
業
も
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
で
き
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
。 

　
現
在
、
関
連
企
業
へ
活
用
を
呼
び
か

け
、
自
動
車
工
業
会
や
自
動
車
部
品
工

業
会
に
も
提
案
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
水
口
氏
は
「
こ
れ
か
ら
が
本
当

に
大
変
な
段
階
。
戦
略
を
持
っ
て
普
及

に
協
力
し
た
い
」
と
気
を
引
き
締
め
る
。 

　
中
小
企
業
を
発
信
者
と
し
た
Ｅ
Ｄ
Ｉ

標
準
の
普
及
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。 

発
注
者
ご
と
に
異
な
る
Ｅ
Ｄ
Ｉ
仕
様
 

利
用
者
が
業
界
標
準
企
画
し
、普
及
へ
動
い
た
！
 

中小企業発のEDI標準化 経営改革事例 

愛
知
県
豊
田
市
　
こ
じ
ま
事
業
協
同
組
合
連
合
会
 

 

中
小
企
業
Ｉ
Ｔ
経
営
力
大
賞
2
0
0
9
 

中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
賞
 

中小企業発の 
EDI標準化 


